
5~者 No.78 昭和 5 9年 4 月 1日発行

町の人口

4，905人(+15) 
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2，849戸(十14)

男

女

計

世帯数

、.
4月号 )内は前月比3月 1日現在(， 84 

発行・昭和町役場干 409-38山梨県中巨摩郡昭和町押越 542-2TEL 0552-75-2111編集・総務課

ャ
ズ
、
ダ
ン
ス

で

運
動
不
足
解
消

二
月
九
日
の
夜
か
ら
六
固
に
わ
た
り
町
民
体
育
館

で
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

日
頃
の
運
動
不
足
を
解
消
し
よ
う
と
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
渡
辺
幸
子
先
生
の
指
導
の
も
と
、

三
十
人
余
り
の
受
講
生
た
ち
は
、
腕
を
振
り
、

ス-ア

ッ
プ
し
な
が
ら
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

おもな内容 〉

北昭和59年度当初予算…一......2，3 P 

北西条小学校完成………………..4P 

Jtcふるさとづくり(紙漉阿原)

私の趣味……・…・ 5P

Pι 
戸

h
u

.7 P 

Jtc保健衛生だより

Jtcおしらせ，婚姻，出生…

8 P Jtc4月のこよみ….....
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••• 
三
月
十
二
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
、

十
二
日
聞
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
三
月

定
例
議
会
は
、
新
年
度
一
般
会
計
予
算

を
は
じ
め
、
三
つ
の
特
別
会
計
予
算
な

ど
、
二
十
一
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
九
年
度
の
一
般
会
計
予
算

は
、
十
六
億
五
、

O
九
四
万
三
千
円
と

な
り
、
西
条
小
学
校
建
設
事
業
が
計
上

さ
れ
て
い
た
前
年
度
当
初
予
算
二

O
億

わ-つ

ear 
よし報広

九
、
三
三
三
万
五
千
円
に
対
し
、
四
億
四
、

二
三
九
万
二
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
七
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
た
町
税
は
、
十
二
億
二
、
六
二

O
万

七
千
円
、
前
年
度
比
で
三
十
九
パ
ー
セ

ン
ト
増
と
な
り
、

ζ

の
た
め
、
町
の
行

政
事
務
に
必
要
な
経
費
の
財
源
補
償
と

な
る
国
か
ら
の
交
付
金
(
地
方
交
付
税
)

は
、
見
込
ん
で
い
ま
せ
ん
。

本
年
度
の
お
も
な
事
業
は
、
西
条
小

学
校
プ

l
ル
建
設
事
業
、
釜
無
工
業
団

地
公
園
運
動
場
管
理
棟
新
設
事
業
、
道

路
台
帳
作
成
事
業
(
最
終
年
)
、
河
西

大
林
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
ほ
か
、

道
路
河
川
新
設
改
良
事
業
な
ど
を
、
重

点
に
積
極
的
に
計
画
し
ま
し
た
。

ま
た
、
経
常
経
費
に
つ
い
て
は
で
き

る
限
り
節
減
を
図
り
、
行
財
政
改
革
の

推
進
を
踏
ま
え
て
の
、
予
算
編
成
と
な

り
ま
し
た
。

S 55年度12億 2，871万9千円

S56年度13億 1，723万円

S57年度13億 6，486万円

回
度

S
年

20億 9，333万 5千円

使用料及び手数料
2，407万7千円(1.5%) 

分担金及び負担金
5，869万9千円 (3.55ぢ)

県支出金

6，930万2千円

(4.2必)

町たばζ消費税

3，214万8千円(町税の 2.65ぢ)

S59年度16億 5，094万円 3千円

(単位千円)

歳 入

老人保健特別会計

(単位千円)

歳 入

渇水対策事業特別会計

4 O. 9 5 3 

2 O. 6 1 8 

205.302 

客員

1 43.7 3 1 

金

他

客員

目

支む基金交付金

国庫支出金

の

手ヰ

そ

J公
司、也、

客員

6.100 

5.900 

200 

金目

入

金

客員

収

越

手ヰ

諸

繰

総
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昭和 59毎度
、~ "-- ~ 

歳 出科目別明細表

(単位千円)

科 目 金 客員

土 木 費 421.377 

道路橋りょう費 194，685 

都市計画費 137，458 

土木管理費 49，768 

河 JlI 費 38.052 

住 宅 費 1.414 

教 三同r.; 費 253.949 
Aす主l二干 校 費 127，661 

保 健体 育費 55，756 

中 井子主ら 校 費 25.655 

教 育総 務費 25，287 

社会教育費 19.590 

公 債 費 236.986 

*、公仏、 務 費 213，282 

総務管理費 155.119 

徴 税 費 41.827 

戸籍住民基本台帳費 9.014 

監 査委 員費 4.817 

選 挙 費 1，350 

統計調査費 1.155 

民 生 ' 費 163.559 

児童福祉費 105，625 

社会福祉費 57.933 

災害衛生費

農林 71< 産 業費 119.330 

農 業 費 119.330 

衛 生 費 96.494 

保健衛生費 56.413 

清 掃 費 4 O. 081 

;首 防 費 90.682 

j首 防 費 90，682 

議 Aヱミ. 費 45.551 

議 ~ 費 45.551 

そ の 他 9.733 

(商 工 費) ( 4，731 ) 

(災害復旧費) 1 ) 

(諸 支 出 金) 1 ) 

(予 備 費) ( 5，000 ) 

司r、公己、 客員 1，650，943 

-... ~ ""'- ~ 、~、 4

議会費 その他

4，555万1千円(2.8%) 973万 3千円 (0.6%) 

消防費 9，068万2千円
(5.5 %) 

衛生費

土木 費

4億 2，137万 7千円

(25.5 ~ぢ)

4 3， 2 5 8円 I2 6， 0 7 0円 I2 4， 3 2 9円 I2 1， 2円

国民健康保険特別会計

(単位千円)

入
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昭
和
五
十
八
年
度

事
業
と
し
て
建
設
を

進
め
て
き
た
西
条
小

学
校
が
完
成
し
、
乙

の
四
月
か
ら
、
西
条

一
区
、
西
条
二
区
、

西
条
新
田
と
三
地
区

の
児
童
三
百
三
十
人

余
り
が
通
学
し
、
真

新
し
い
校
舎
で
勉
強

を
始
め
ま
す
。

西
条
小
学
校
は
、

新
し
い
時
代
に
適

議

応
で
き
る
児
童
の

綴

育
成
と
、
学
習
環
感

境
の
整
備
を
重
点
に
設
翻
統

計

さ

れ

ま

し

た

。

論

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
建
泳

て
の
校
舎
は
、
玄
関
を
吹
抜
き
と
し
宅

壁
画
を
か
か
げ
、
各
階
に
多
目
的
結
令

広
場
を
設
け
、
一
部
に
床
暖
房
と
物

カ
ー
ペ
ッ
ト
、
天
井
を
波
形
に
窓
釈

を
防
音
に
す
る
な
ど
、
い
く
つ
か
ら明欲

v

の
特
徴
を
も
た
せ
て
、
箱
詰
め
教

室
の
感
を
な
く
し
、
情
操
感
情
が

養
え
、
共
同
生
活
に
お
け
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
c

つ
く
り
の
場
と
し
て
の

活
用
が
で
き
ま
す
。

体
育
館
は
、
児
童
の
運
動
競
技

の
場
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
社

会
体
育
の
向
上
の
た
め
に
も
利
用

で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
プ
ー
ル
建
設

と
社
会
体
育
に
役
だ
て
る
た
め
の

夜
間
照
明
六
基
が
設
置
さ
れ
る
予

定
で
す
。

最新技術機材の放送室

る
一
会

れ
…
大

A
C
出
仕
圏
一

巾
一
世

均
一
育

目
元
町
出
来

患
…
会

t
u
v
m
斗
川
・
占

発
て

d
l

エ
白
m

一
一
月
五
日
、
第
三

国
昭
和
町
社
会
教
育

推
進
大
会
が
教
育
委

員
会
、
社
会
教
育
委

員
会
の
主
催
の
も
と
、

中
央
公
民
館
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

乙
の
大
会
に
は
、

百
三
十
人
余
り
が
参

加
し
「
地
域
に
根
ざ

し
た
社
会
教
育
の
あ

り
方
」

を
テ
ー

マ
に
活

発
な
意

見
が
か

わ
さ
れ
、

分
科
会

で
は
、

地
域
づ

く
り
部

会
が

「

地
域
。
つ
く
り
に
お
け
る
実
践
活
動
の
あ

り
方
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
」
、
家
庭
教

育
部
会
が
「
親
子
の
ふ
れ
あ
い
と
子
ど

も
の
成
長
」
、
青
少
年
部
会
が
「
青
少

年
健
全
育
成
に
お
け
る
青
少
年
団
体
の

あ
り
方
」
と
、
分
か
れ
て
討
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
家
庭
教
育
研
究
所
の
川

越
淑
江
先
生
に
よ
る
「
子
ど
も
の
将
来

を
思
う
家
庭
教
育
」
と
題
し
て
の
講
演

が
あ
り
、
充
実
し
た
有
意
義
な
推
進
大

会
で
し
た
。

青
少
年
の
生
活
に
最
も
身
近
な
地
域
社
会

の
な
か
で
、
地
域
住
民
の
相
互
理
解
と
連
帯

に
よ
り
、
実
践
活
動
を
通
し
て
、
青
少
年
の

健
全
育
成
を
推
進
す
る
乙
と
を
目
的
と
し
た

県
民
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
各
地
域
の
実
情
に
添
っ
た
、

一
つ
ぎ
の
よ
う
な
実
践
活
動
の
推
進
を
お
願
い

一
し
ま
す
。

一V
青
少
年
育
成
ふ
れ
あ
い
集
会

室
一
隣
組
集
団
な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た
組
織

時
一
の
な
か
で
、
明
る
い
家
庭
つ
く
り
、
環
境
の

ι
二
浄
化
、
非
行
防
止
等
の
諸
問
題
を
話
し
合
い
、

港
一
住
民
の
連
帯
意
識
を
高
め
、
青
少
年
の
健
全

紘
一
育
成
に
対
す
る
施
策
を
、
検
討
し
て
く
だ
さ

施
一
、
。

響

-
L
1
1
|
|」

音
↑
一
実
践
例
一

一
。
自
制
剣
』
隣
組
集
会
に
お
い
て
、
必
ず
青

一
少
年
問
題
を
取
り
あ
げ
る
。

-

o

住
み
よ
い
地
域
環
境
ず
つ
く
り
の
話
し
合
い
。

。
青
少
年
を
取
り
ま
く
社
会
環
境
に
つ
い
て

(
青
少
年
の
た
め
の
昭
和
町
民
会
議
)

の
話
し
合
い

0

0

大
人
の
生
活
態
度
な
ど
に
つ
い
て
の
話
し

ム口い。

。
地
域
の
諸
行
事
へ
の
青
少
年
の
参
加
に
つ

い
て
の
話
し
合
い
。

V
青
少
年
を
育
む
日

毎
月
第
三
日
曜
日
と
し
、
環
境
の
浄
化
、
美

化
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
地
域
の
諸
行
事
な
ど
ー
青

少
年
の
社
会
参
加
を
基
に
実
践
活
動
を
通
し

て
、
相
互
理
解
と
連
帯
意
識
を
高
め
て
く
だ

さ
い
。ま

た
、
青
少
年
活
動
は
極
力
「
青
少
年
を

育
む
日
」
に
実
施
す
る
よ
う
配
慮
し
て
、
そ

の
定
着
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

回
同
四

。
青
少
年
を
取
り
ま
く
環
境
浄
化
活
動
の
展

開
o

環
境
美
化
活
動
の
展
開

。
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
展
開

。
地
域
の
伝
統
行
事
の
活
動



感
心珍砂

-*.Et j週-彊・
紙
漉
阿

原
区
で
は
、

ふ
る
さ
と

づ
く
り
事

業
の

一
環

と
し
て
、

恒
例
の
老

人
ク
ラ
ブ

に
よ
る
お

花
見
会
に

昨
年
か
ら

補
助
金
を

出
し
、
盛

わ

大
に
行
っ
て
い
ま
す
。

お
花
見
会
の
会
場
に
な
る
通
称
今

川
は
、
十
数
年
前
に
改
修
工
事
が
行

わ
れ
、
そ
の
際
、
桜
の
木
三
十
本
の
染

井
吉
野
を
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
が

植
え
丹
精
乙
め
て
育
て
た
そ
う
で
す
。

数
年
前
か
ら
四
月
上
旬
に
は
、
美
し

い
花
を
咲
か
せ
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
人
た

ち
が
満
開
時
に
手
料
理
を
持
ち
寄
り
、

維
持
管
理
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
な
が
ら
世

間
話
に
も
花
を
咲
か
せ
、
一
日
楽
し
い

お
花
見
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
今
年
は
、
き
び
し
い
寒
さ
の
た
め

h

キ
ορ
与
ο
戸キ
ορ
ふ
λ
戸
ふ
λ

肖与、足、そ
uρ

午、
Q
P
-
d
p
争、
u
pキ
ο

四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の

十
日
間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
が
行
わ
れ
ま
す
。

ネ
今
回
の
重
点
目
標
は
*

.
平
供
と
高
齢
者
の
六
る
埋
事
故
防
止

・
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

・
シ

l
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進

・
飲
酒
運
転
の
絶
滅
、
な
ど
で
す
。

こ
の
よ
う
な
重
点
を
踏
ま
え
な
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開
花
は
遅
れ
そ
う
で
す
が
、
三
寒
四
温

の
季
を
感
じ
な
が
ら
、
立
派
な
美
し
い

花
を
咲
か
せ
、
大
勢
の
人
た
ち
の
目
を

楽
し
ま
せ
、
盛
大
な
お
花
見
会
に
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
口
こ
れ
か
ら
も
、
お
花

見
会
を
年
中
行
事
と
し
て
、
人
々
の
交

流
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
、
社
会
教

育
委
員
の
野
沢
善
久
さ
ん
は
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

上
河
束

一
区
チ
i
ム
が
優
勝

|

昭

和

町

車

球

大

会

l

今川の桜を手入している老人クラブの人たち

一
一月
二
十
六
日
、
第
二
十
四
回
昭
和

町
車
球
大
会
が
町
民
体
育
館
で
、
百
名

余
り
が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。団

体
、
個
人
戦
の
行
わ
れ
た
乙
の
大

会
で
は
、
随
所
に
好
プ
レ
ー
が
続
出
し
、

団
体
戦
は
、
男
女
七
名
の
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式
で
行
わ
れ
、
上
河
東
二
区
チ
ー

ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
個
人
戦
の
男
子
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
は
中
島
の
米
倉
克
也
さ
ん
、
女
子

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
阿
原
の
窪
田
里
子
さ

ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
結
果
は
、
つ
ぎ
の
と
お

り

で

す

。

(

敬

称

略

)

φ
団

体

戦

優

勝

上

河

東

二
区
チ
l
ム

準

優

勝

西

条

二

区

チ

i
ム

三

位

河

東

中

島

チ

l
ム

・

個

人

戦

育
男
子
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
戦

優

勝

米

倉

克

也

(

河

東

中

島

)

準
優
勝
保
坂
隆
生
(
上
河
東
二
区
)

三

位

長

田

弘

道

(

西

条

二

区
)

古
女
子
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
戦

優

勝

窪

田

里

子

(

紙

漉

阿

原

)

オ
ー
ト
パ

熱戦が繰り広げられた卓球大会

準
優
勝

三

位

依
田
み
つ
え
(
清
水
新
居
)

小

島

広

子

(

河

西

)

イ
に
魅
了

愛車の口カウッテー 900Lプリカと

間
情
拍

今
回
は
、
小
学
校
の
頃
か
ら

EEM現
在
に
至
る
ま
で
、
オ
ー
ト
バ

イ
に
魅
了
さ
れ
続
け
て
き
た
と
い
う
、

自
称
寒
さ
に
弱
い
中
年
一
フ
イ
ダ
l
河
西

の
清
水
久
雄
さ
ん
三
十
六
歳
を
紹
介
し

±
?
し
ょ
v

つ。

小
学
校
五
年
の
と
き
、
父
親
の
オ

ー
ト
バ
イ
に
ま
た
が
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
十
六
歳
で
免
許
を
取
得
し
、
ま

す
ま
す
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
虜
に
な
っ
て

し
ま
い
、
そ
の
頃
か
ら
、
モ
ト
ク
ロ
ス

レ
l
ス
に
も
何
度
と
な
く
参
加
し
た
そ

う
で
す
。

「
オ
ー
ト
バ
イ
の
魅
力
は
、

エ
ン
リ
J

河

西

の

清

水

久

雄

さ

ん

ン
音
の
心
地
良
い
サ
ウ
ン
ド
、
ス
ピ
ー

ド
を
知
る
身
体
全
体
に
あ
た
る
風
圧
、

危
険
と
隣
り
合
せ
の
緊
張
感
、
孤
独
感
、

人
車
一
体
の
コ

l
ナ
リ
ン
グ
感
覚
、
走

り
終
え
た
あ
と
の
ほ
ど
よ
い
疲
労
と
開

放
感
、
実
際
に
経
験
し
た
者
だ
け
が
知

る

一
種
の
快
感
で
す
」
と
、
清
水
さ
ん

は
話
し
て
い
ま
し
た
。

乙
れ
ま
で
乗
り
継
い
だ
台
数
は
二
十

台
余
り
、
一
生
の
趣
味
と
し
て
安
全
に

楽
し
く
走
り
続
け
て
い
き
た
い
と
も
話

し
て
い
た
清
水
さ
ん
、
乙
れ
か
ら
も
安

全
運
転
で
オ
ー
ト
バ
イ
ラ
イ
フ
を
続
け

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
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力
作
が
展
示
さ
れ
た

中
巨
摩
郡
文
化
展

わつ

とヵ

2
3
一ヌ

よ広

型里里F

a圃圃圃

正
面
玄
関
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
乙
の
日
山
梨
昭
和
農
協
か
ら

贈
ら
れ
た
ピ
ッ
チ
ン
グ
マ
シ
ン
も
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

力作を見いっている人たち

く保健衛生だよd
贈られたブロンズ像

4月24目。(火)

中央公民館 ー

昭和56年9月 1日~昭和57年 3月31日までの

出生児(1期)

I期3回を完了して 1年から 1年 6カ月以内

の者。ただし、 5歳6カ月までの幼児(ll期))

昭和55年 3月 1日~昭和56年8月31日までの

出生児で未接種者

母子手帳・問診票

午後 1時--2時時

所

児当

日

場

該

場所

央

一
一
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で

第
三
田
中
巨
摩
文
化
展
が
、
中
巨
摩
郡

文
化
協
会
連
絡
協
議
会
の
主
催
の
も
と

昭
和
町
中
央
公
民
館
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

乙
の
文
化
展
は
、
中
巨
摩
郡
下
十
一

町
村
の
各
文
化
協
会
の
交
流
と
地
域
文

化
を
盛
り
あ
げ
よ
う
と
、
毎
年
一
回
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

作
品
は
、
い
ず
れ
も
未
発
表
の
力
作

で
、
書
道
、
写
真
、
絵
画
の
三
部
門
に

二
百
二
十
点
余
り
が
展
示
さ
れ
、
観
覧

者
を
魅
了
さ
せ
ま
し
た
。

歴
代
P
T
A
が
押
原
中
に

ブ
ロ
ン
ズ
像
を
贈
る

五
十
八
年
度
保
健
体
育
優
良
校
と
し

て
県
小
中
学
校
体
育
連
盟
よ
り
表
彰
さ

れ
た
押
原
中
学
校
に
、
歴
代

P
T
A
の
人
た
ち
が
受
賞
記

念
に
ブ
ロ
ン
ズ
像
を
贈
り
、

一
一
月
二
十
八
日
そ
の
除
幕
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
徒
代
表
に
よ
っ
て
除
幕

さ
れ
た
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
、
健

康
を
テ

l
マ
に
一
層
の
精
進

を
す
る
よ
う
に
と
少
年
の
走

る
姿
を
か
た
ち
と
り
、
校
舎

中

該当

昭和58年9月生まれ

12月生まれ

児受付時間

午後 1時

--2時

4月11日17J<)

実施日

公民館昭和58年3月生まれ

6月生まれ
4月12日耐

実施日 場 所 受付時間

西西清 条条水 新新 区聞居公会MM 堂
9 : 30--10: 30 

4月4日(水) 10 : 45--11 : 30 
1 : 00--2 : 00 

西条二区第 1公会堂 9 : 30--10 : 30 

4月 5日(木)
紙漉阿原 /〆 10 : 45--11 : 30 
押 越 // 1 : 00--1 : 45 
河東中島 // 2 : 00--2 : 45 

築地新居公会堂 9 : 30--10 : 30 

4月6日(金)
飯 喰築審センタ 1.0 : ~~--lJ : ~~ I 

河 西公会堂 1 : 00--1 : 45 
上 j司 東// I 2 : 00--2 : 45 

物ち持
母子手帳、食べものについての質問票物ち持

4月 7日(土)、 21日

午前 9 時 --11時 30分

場 所中央公民館

※母子手帳交付希望者は印鑑をど持参ください。

また、一般健康相談は、 40歳以上の方を対象に行し、ます。

(土)時日

狂犬病予防法に基づく昭和59年度、春期狂犬病予防注射及び

犬の登録を実施しますので飼育者は最寄りの会場で受けてく

ださい。なお料金はつぎのとおりです。

登 録 料 2，100円合訪問注射の場合は、注射料

注射料(集合1，540円 が2，740円になりますの

済票交付手数料 360円 で、乙の機会に済ませる

計 4，000円 ようにしてください。

4 月 6日(金)

午前 10時 20分 --10時 25分

場 所旧役場前(ボクシング練習場)

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。また、

猫の場合は麻袋などの強い袋に入れて、ヒモでしっかり

封をしたものに限り収集いたします。

時日



あしらせ

轡

国
民
年
金
の
保
険
料
は

納
め
ま
し
た
か

わ E

四
月
は
、
一
月
、
二
月
、
三
月
分
の

国
民
年
金
保
険
料
の
納
期
で
す
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
る
と
、
万

一
の
事
故
の
と
き
、
障
害
年
金
や
母
子

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、

将
来
老
令
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、

老
後
の
生
活
の
支
え
が
失
わ
れ
ま
す
。

納
め
忘
れ
が
な
い
で
す
か
。
も
し
未

納
な
ら
ば
四
月
中
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ

'っ。

-つよし報広

春
は
行
楽
シ
ー
ズ
ン
、
家
庭
や

旅
先
で
の
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

( 7 )昭和 59年 4月 l日発行

き
び
し
い
寒
さ
か
ら
解
放
さ
れ
、
い

よ
い
よ
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
、
外
出

す
る
機
会
も
多
く
、
気
も
ゆ
る
み
が
ち

に
な
り
ま
す

D

た
ば
乙
、
た
き
火
、
火
あ
そ
び
、
乙

ん
ろ
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に
よ
り
、

火
災
が
多
く
起
き
る
の
も
乙
の
時
期
の

特
徴
で
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が
注
意
し

て
、
家
庭
や
旅
先
で
の
火
災
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う

D

テ
ニ
ス
教
室
(
硬
式
)

【
初
心
者
】
参
加
者
募
集

V
実
施
日
四
月
十
四
日
、
十
五
日
、

二
十
一
日
、
二
十
二
日
、

二
十
八
日
、
二
十
九
日
、

V
時

間

午

後

一

時

三

十

分

1

三
時
三
十
分

V
場
所
釜
無
工
業
団
地
公
園
運
動

場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

V
定

員

二

十

名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
せ
、
受
付
け
は
お

早
め
に
教
育
委
員
会
社
会
体
育
係
へ
。

曾
七
五

l
三
七
三
七

合
同
六
日
間
と
も
現
地
集
合
、
解
散
で
す
。

ラ
ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
当
日

持
参
し
て
下
さ
い
。

〈

食

わ

ず

嫌

い

〉

偏
食
は

H

食
わ
ず
嫌
い
H

が
多
い
よ

う
で
す
。
恐
る
恐
る
食
べ
て
み
て
、
そ

の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
か
ら
「
も
っ
と

早
く
か
ら
食
べ
る
ん
だ
っ
た
」
と
悔
や

ん
で
も
、
失
っ
た
時
間
を
取
り
戻
す
乙

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
税
務
署
」
も

M

食
わ
ず
嫌
い
H

の

方
が
多
い
よ
う
で
す
。
で
も
、
一
度
接

し
て
み
る
と
、
決
し
て
恐
い
所
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

偏
食
を
や
め
て
、
バ
ラ
ン
ス
よ
い
栄

養
を
身
に
つ
け
る
乙
と
は
、
経
営
の
健

康
管
理
に
必
要
な
乙
と
で
す
ね
。

児
童
手
当
・
特
例
給
付

制
度
を
ご
存
知
じ
で
す
か

V
児
童
手
当
と
弘
、
園
、
地
方
公
共
団

体
、
事
業
主
の
三
者
が
費
用
を
分
担
し

合
い
、
子
供
を
育
て
て
い
る
人
に
手
当

を
支
給
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
国
や
社

会
の
宝
で
あ
る
子
供
達
を
健
や
か
に
育

て
あ
げ
る
乙
と
を
期
待
し
た
制
度
で
す
。

児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人
は
、
日

本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
人
が
、
つ
ぎ

の
要
件
に
あ
て
は
ま
っ
て
い
る
と
き
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

。
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上
養

育
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
人
以
上

が
、
義
務
教
育
終
了
前
の
児
重
で
あ
る

乙
ル
コ

。
前
年
(
一
月
か
ら
五
月
ま
で
の
月
分

の
児
童
手
当
に
つ
い
て
は
前
々
年
)
の

収
入
が
、
一
定
の
額
(
例
え
ば
扶
養
親

族
等
五
人
の
場
合
、
昭
和
五
十
八
年
の

収
入
四

O
一
万
円
)
に
満
た
な
い
乙
と
o

v特
例
給
付
と
は
、
昭
和
五
十
七
年
六

月
か
ら
昭
和
六
十
年
五
月
ま
で
の
三
年

間
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
な
い
被
用
者

(
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
)
が

前
年
の
収
入
の
一
定
額
(
例
え
ば
扶
養

親
族
等
五
人
の
場
合
、
昭
和
五
十
八
年

の
収
入
五
八

O
万
円
)
に
満
た
な
い
と

き
は
、
特
例
給
付
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
の
受
給
資

格
の
あ
る
方
で
、
ま
だ
受
給
さ
れ
て
な

い
方
は
、
認
定
請
求
書
を
役
場
福
祉
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
教
室
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

甲
府
電
報
電
話
局
で
は
、
皆
さ
ま
の

ビ
ジ
ネ
ス
に
、
ま
た
日
常
生
活
に
少
し

で
も
お
役
に
た
つ
よ
う
電
話
の
上
手
な

使
い
方
や
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
を
テ
l
マ

と
し
た
「
電
話
教
室
」
を
無
料
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

新
入
社
員
の
教
室
、
各
種
団
体
の
講

習
会
な
ど
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
せ
、
お
申
し
込
み
は

富
三
一
!
四
三
ニ

O
「
顧
客
係
」
へ

従
来
実
施
し
て
い
ま
し
た
ゴ
ル
フ
大

会
を
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
個

人
戦
と
組
合
せ
て
地
区
対
抗
の
大
会
を

計
画
し
ま
し
た
の
で
ど
参
加
く
だ
さ
い
o

v実
施
日
五
月
十
七
日
(
木
)

V
場
所
敷
島
カ
ン
ト
リ
ー
さ
ス
フ

V
参
加
費
用
二
、

0
0
0円

V
申
込
締
切
四
月
末
日
ま
で

V
申

込

先

事

務

局

昭

和

町

役

場

電
七
五

i
一
一
一
一
一

内
線
三
二

(
五
味
)

-vお
め
で
と
う
・

二
月
八
日
か
ら
二
月
二
十
九
日
ま
で

(
敬
称
略
)

氏

名

小

林

員

次

〆

大
木
ま
す
み
、

長

岡

和

男

'

加
々
見
幸
子

、

磯

部

芳

文

J

三
浦
浩
美
、

篠

塚

徹

J

巻

口

陽

子

、

青輿 根野 蒔清武湯野
原石岸津田水川村沢氏

智健博 和聡美裕雅名
美二樹宗徳人雪幸俊

地
区

築
地
新
居

清
水
新
居

築
地
新
居

河

西

保

護

者

地

区

俊
博
西
条
一
区

幹
雄
西
条
二
区

吉
伯
築
地
新
居

和

彦

押

越

和
重
紙
漉
阿
原

俊
一
築
地
新
居

市
郎
清
水
新
居

策

築

地

新

居

敏

夫

上

河

東
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垢無

な

浄

れ
(

を
モ
ピ
草

ヤ
ト
な

イ
イ
れ

倒
的
羽
詰

由
民
間
出

a
u
T郷田

昭和広報は、昭和45年 8月比第 1号

が発刊され、 13年余りが経過し、第77

号まで発行してきましたが、今月から

町政および町の状況を一層くわしく伝

達するために毎月発行となりました。

また、活字を大きく読みやすくする

ために B5版様式をA4版様式に変更

しました。

乙れからも、広報しょうわのど愛読

と広報活動のど協力をお願し可します。

⑪ 
町 1周駅伝大会 16 

(月)

先負 赤口

2 
(月)

17 
(火)

仏滅
押原小学校入学式

土用 先勝

3 
(火)

18 発明
(水) クラブ対抗ソフトボーノレリー グ戦開幕

大安
西条小学校入学式

の日 友引 (押小クーランド)

(水) 押原中学校入学式 (木)
4 

清明 赤口 春期狂犬病予防注射(清水、新田、西条一区) 19 
先負

5 
(木) 春期狂犬病予防注射 20 (金)

先勝 (西条二区、阿原、押越、中島) 仏滅

6 
(金)

春上昭期和河狂東59犬)年病度文予不防化用注協射犬会猫総(築収会地集，(、中日飯央(喰公l日、役民河場館西前)、) 21 
(土) 母子手帳父付及び一般健康相談日

友引 大安 (中央公民館)

ア世界
(土) 母子手帳交付及び一般健康相談日 22 ⑪ 

保健デー 先負 (中央公民館) 赤口

8 花つまり
⑪ 23 

(月)

仏滅 先勝

9 (月)
24 

(火)
3種混合予防接種(中央公民館)

大安 友引

10 婦人
(火)

25 
(水)

週間 赤口 先負

11 
(水) 乳児健康相談日 (4・7か月児)

26 
(木)

先勝 (中央公民館) 仏滅

12 (木) 乳児健康相談日(10・13か月児)
27 

(金)

友引 (中央公民館) 大安

13 
(金)

28 
(土)

国民年金保険料4月分納期限
先負 赤口

14 
(土)

29誕天生皇日
⑪ 

第 1回郡壮年男子ソフトボール大会
仏滅 先勝

⑪ ママさんバレーボール大会(町民体育館) 叩 母子、父子、寡婦一日行語(浜名湖)

15 30 国民健康保険税4月分納 隈
大安地区対抗ソフトボール選手権大会 振替友引軽自動車税全期納期限(休日のため 5月 1日

(押中グランド) 休日 己2乙納めてく竺‘さい。)
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